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㸰&㸯㸱�

サービスイノベーションの新ᯟ⤌み㸸 

OI$�ObMect,Infrastructure and $ction�フレームの提 

 

 
 ⩚ Ύ（ᮾி大学） ۑ

 

 
࠙要᪨ࠚサービスもໟྵするビジࢿス体のイノベーションを構できる新たなᯟ⤌みを提する。ࡑ

れはࠊ㢳ᐈに提౪するビジࢿスをࣔࠊノ（ObMect）,インフラ（Infrastructure）, アクション�$ction�

の３ࡘの要⣲で定⩏すると言う OI$ フレームである。この≺いはࠊ産業のビジࢿスを⤫୍的に定⩏で

きるᯟ⤌みを提౪しࠊこれを用いることで㢳ᐈに提౪しようとするビジࢿスのᙧ態をຠ果的にࡑࠊして

ᖜᗈいど点からᰂ㌾に構⠏することをᨭすることにある。ࡘまりࠊ⊃⩏のサービスイノベーションに

␃まらずࣔノもྵめてࠊビジࢿス体のイノベーション実現と大きく展開するためのᛮ考と方ἲのᯟ

⤌み提することを┠的とする。 

 

㸯㸬問題ព識 

 

 現在どの産業が㔜要なのかに関してࠊ日本においてえばୗグのように３ࡘの㆟論がある。 

 

ձ 「ࣔノసり」が㔜要・・・・〇造業は日本の競争ຊの୰᰾である。 

ղ 「サービス」が㔜要・・・・GDP の୰でサービス業のウ࢚イトが㧗まる。 

ճ 「インフラ」が㔜要・・・・新⯆国に対するインフラ㍺ฟが日本の新たな⏕⥺である。 

 

ୖグձղճの主ᙇはࡑれ自㌟ではㄝᚓຊもありࠊ異㆟を唱える⌮⏤はない。ࡑれࡒれの活動をᙉ化して

いくことは㔜要であろう。 

 ただしࠊここで⯆深いのはࡑࠊれࡒれの㆟論においてࠊ自分自㌟の⊃い領域だけをᢅうことの㝈界

があるという自ぬのもとにࠊᚑ᮶からの自分の領域を㉸えてࠊの領域にまで拡ᙇしようとする動きの

あることである。えばࠊ 

 

ձ 「ࣔノసり」ではࠊ༢なる「ࣔノ」だけはなく「ࢥト」సりもど野に入れるなどしていわゆるサ

ービスの領域にまで拡ᙇしようとしている。 

ղ 「サービス」ではࣔࠊ ノ 㸩 サービス 㸻 サービスシステム としてࣔノをྲྀり㎸もうとしている。 

ճ 「インフラ」ではࠊインフラとはもともとサービスであるという言い方をしようとしている。 

 

これはࠊఱを示しているのであろうか。➹者はḟのように考える。すなわࣔࠊࡕノࠊサービスࠊインフ

ラなどࡑれࡒれを起点（ᇶ┙）にしての領域に拡ᙇするというୖグの୍⯡的なアプローチのにࠊ

体的ࠊ༶ࣔࠊࡕノࠊサービスࠊインフラを対➼にᢅう体フレームのもとでࠊビジࢿスを定⩏するとい

うアプローチがありᚓるということである。 

 もしࠊこのような体的フレームが構⠏できればࠊ実用性においてࠊ≉にࠊ業がビジࢿスを構㺃

提する際に大きなຓけとなるだろう。なࡐならばࠊձղճのどれが㔜要な領域かは国の㐪いࠊࡸ産業

の発展段階の㐪いࠊあるいはࠊ競争状態の㐪いによって異なるはずでありࠊ≉にࠊグローバルビジࢿス

を展開する際にはࠊᰂ㌾にᵝࠎなビジࢿスのパターンをᦼ⣴できるフレームは᭷用と考えられるからで

ある。 

 

㸰㸬┠的と方ἲ 

 

 本✏の┠的はࠊ業が㢳ᐈに対して提౪する✀ࠎのビジࢿスをࠊຠ果的に定⩏（構）できる༢⣧明

ᛌなフレーム࣡ークを構⠏することにある。この際にࠊḟのようなことができるようにする。  
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 ・㢳ᐈはඛ㐍国ࠊ㏵ୖ国を問わずグローバル㢳ᐈである。 

 ・提౪しようとするビジࢿスをࣔࠊノ提౪ࠊインフラ提౪ࠊサービス提౪ࠊあるいはࡑࠊの⤌合ࡏの 

  提౪など✀ࠎのパターンの᳨ウをもとに定⩏（構）できる。 

 ・ビジࢿス分野はࠊ㸯ḟ産業ࠊ㸰ḟ産業３ࠊḟ産業などての分野とする。 

  

 ୖグのようなフレーム࣡ークを構⠏するために本✏で採用する方ἲはࠊまずࠊあいまいなサービスの

定⩏を᳨ウしてࡘࠊいでࣔࠊノࠊインフラࠊ（新しい定⩏の）サービスの３要⣲からなる⤫合ࣔデル

を構⠏するというᡭ㡰にᚑう。 

 

３㸬サービス定⩏の᳨ウ 

 

３㸬㸯 ఏ⤫的なサービスの定⩏は行Ⅽ 

 

サービスのఏ⤫的な定⩏は行Ⅽ（アクション）であった。ࡘまり 

 

    ・ၟရがࣔノのሙ合・・・・・・〇造業 

    ・ၟရが行Ⅽのሙ合・・・・・・サービス業 

 

という原๎である。この原๎は日においても変わりはない。 

 

３㸬㸰 情報㺃▱識のⓏሙによるサービス定⩏のΰ 

 

 情報㺃▱識のⓏሙによってサービスの定⩏にΰが⏕じたというのが➹者の見ゎである。ࡘまりࠊ

日ࠊ情報㺃▱識をၟရとして提౪するとࡑࠊれをサービス業としてᢅうがࠊこれはࠊΰといわࡊるを

ᚓない。この点を᳨ウしてみたい。 

 ၟရが情報㺃▱識のሙ合にࡑࠊのၟ（ビジࢿス）サービス業としてᢅうようになったのはࠊḟのよ

うな論⌮構成だと著者は推ᐹする。 

 

     ・ࣔノ 㸻 ᭷ᙧ㈈ 

     ・行Ⅽ 㸻 ↓ᙧ㈈ 

 

としてᤊえて 

 

     ・ၟရが᭷ᙧ㈈のሙ合・・・・〇造業 

     ・ၟရが↓ᙧ㈈のሙ合・・・・サービス業 

 

とした。古的な産業構造のሙ合ୖࠊグの考え方はఱら問題を⏕じさࡏない。 

 ところがࠊ情報ࡸ▱識がၟရとなる代に入るとࠊこの考え方を㐍めるとḟのようになってしまう。 

 情報㺃▱識は↓ᙧ㈈であるからࠊグの論⌮構成を用いるとୖࠊまりࡘ

 

     ・ၟရが情報㺃▱識のሙ合・・・・サービス業 

 

となるのである。これはࠊ情報・▱識というၟရは「行Ⅽ」ではないがࠊ「↓ᙧ㈈」であるという点を

ุ᩿ᇶ‽としたのである。 

 

３㸬３ サービス定⩏の原点ᅇᖐ（サービスは行Ⅽ） 

 

 本✏ではࠊサービスは行Ⅽ（アクション）であるとするఏ⤫的定⩏を用いることにする。ࡑしてࣔࠊ

ノにはࠊḟに示すようにࠊ᭷ᙧなࣔノ（᭷ᙧ㈈）とࠊ▱識㺃情報のような↓ᙧなࣔノ（↓ᙧ㈈）がある

とする。 
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     ・ࣔノ 㸻㹹᭷ᙧࣔノࠊ↓ᙧࣔノ（㸸情報㺃▱識）㹻 

     ・サービス 㸻 行Ⅽ（アクション） 

 

 この考え方の⫼ᬒにはࠊ日の情報・▱識♫会とはࠊ情報・▱識を≉別どしないでࣔࠊノ（ただしࠊ

↓ᙧの）としてᢅう代として置࡙けたいということがある。 

 このような定⩏を採用することでࠊこれから提するような新たなフレーム࣡ークを構⠏することが

できる。（なおࠊここでの定⩏の見┤しが᭷┈であるかどうかはࠊḟに提するフレーム࣡ークが᭷┈

であるかどうかでุ᩿するという立ሙである） 

 

㸲㸬OI$ �ObMect, Infrastructure, and $ction�フレーム࣡ーク 

 

㸲㸬㸯 ビジࢿス定⩏ OI$ フレーム࣡ーク 

 

 本✏はࠊ㢳ᐈにၟရ（ビジࢿスと

の対౯をᚓるというࡑを提౪して（ࡪ

業活動を対㇟にする。業はなるべ

く大きな対౯をᚓるためにࠊ㢳ᐈにお

ける用౯್が㧗くࠊかࠊࡘ競合業

よりも㨩ຊ的なビジࢿスを考して提

することが必要となる。 

 このようなビジࢿスをࡘ３ࠊの要⣲ࠊ

༶ࠊࡕ 

   ձࣔノ（ obMect），ղインフラ

�Infrastructure� ࠊ ճ ア ク シ ョ ン

�$ction�によって定⩏するというのがࠊ

OI$ フレーム࣡ークである. 

 ここでࣔࠊノには᭷ᙧなࣔノのࠊ↓

ᙧのࣔノ（情報㺃▱識など）もྵまࡏることが第㸯の≉ᚩである。ᚑってࠊいわゆる「サービス」は本

✏３で㏙べたようにアクション（行Ⅽ）に㝈定することが第㸰の≉ᚩである。第３の≉ᚩはࣔࠊノとア

クションとは⊂立に第３の要⣲としてインフラを㔜要どしていることである。ここでインフラとはࠊ

業がビジࢿスを提౪する際のᨭえとなる⤌み（資産）でありࠊ᭷ᙧ（㸸ᘓ造物ࢿ✀ྛࠊット࣡ーク

など）のᙧ態がከいがࠊ↓ᙧ（㸸ࣈランドࠊのれࢇなど）のᙧ態もありᚓる。 

 ここで提する OI$ フレーム࣡ークを用いるとࠊ本✏㸰で㏙べた┠的を‶たࡏることをࠊ以降で㏙べ

たい。 

 

㸲㸬㸰 いわゆる"サービス業͆ のグ㏙㸸「㣗

事の提౪」をにして 

 

ձレストラン                                     

いわゆる͇サービス業͆のとして「㣗事

の提౪」をྲྀりୖࡆてみたい。まず୍⯡的

なレストランを考えてみる。 

（㸯）㢳ᐈに提౪するࣔノは㣗事である。 

サービス業とはいえࣔࠊノとしての㣗事は

㔜要でる。ရ䬘え（࣓ࣗࢽー）とࡑれのရ

質（おいしさࠊᏘ⠇ឤࠊめずらしさ）を㢳

ᐈに౯್を与えるかࠊ競合レストランより

ඃかのᇶ‽でᕤኵする。 
（㸰）主要なインフラはᗑ（のᵝ）であ

りࠊ㧗⣭ឤをฟすᕤኵをする。さらにࠊ最

近ではࢿットୖの࣍ーム࣌ージもインフ
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ラと言える。 
（３）主要なアクションはࠊᗑෆでのὀ文ྲྀりࡸ⤥（ᐈに対する的確なຓ言ࠊࡸᐈのᵝ子をみてࡑの

㣗事の㐍䬖に合わࡏた的確な動సなどのᕤኵが必要）さらにࢿࠊットୖに࣍ーム࣌ージがあればࡑࠊこ

でのண⣙ᡭ㡰もアクションと言える。 
（㸲）OI$ フレーム࣡ークを用いればୖࠊグにようにࣔࠊノとインフラとアクションとを明確に༊別し

た᳨ウがຠ果的にできることが期ᚅできる。しかしࡑࠊれだけに␃まらずࠊḟに示す㸲ࡘののようにࠊ

「㣗事の提౪」のビジࢿスにはⰍࠎなパターンがありᚓることが明示的に構・⌮ゎできࡑࠊのどのパ

ターンがᅇのビジࢿスに㐺ษかどうかの᳨ウをಁすことができるという点がある。 

 

ղࣈッフ࢙㸸主要なアクションはとࢇどなくなる（࣍ーム࣌ージୖにண⣙ᡭ㡰は残る）。いわゆるサ

ービス業とは言えࠊここではࣔࠊノ（㣗事）が主ᙺとなる。ճࢣータࣜング㸸㢳ᐈのインフラを用いる

ことがポイントでありࠊ料⌮人（㣗材の見ᴟめ༑アクション）の⭎を発できるパターンといえる。մ

㣗材は㢳ᐈがᣢࡕ㎸ࡴというパターンもありᚓる（えばࠊ㔮りሙの近くで㢳ᐈが㨶をᣢࡕ㎸ࡴなど）

յ㣗事の⨁ワ化というパターンもできる。 

 

 

 
 

 

以ୖのようにࠊいわゆる"サービス業͆の「㣗事の提౪」だけをにとってみてもࠊ㢳ᐈのࢽーࡸࢬ競

合状況からุ᩿してࠊ自分自㌟のビジࢿスをどのパターンにすべきかのᡓ␎ุ᩿をᐜ᫆に行うことをᨭ

できることが示၀された。 

いわゆる"㎰業͇ではどうなるのであろうか。ḟにこれを⡆༢に見てࠊいわゆる"〇造業͆ࠊれではࡑ 

みたい。 
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㸲㸬３ いわゆる"〇造業͆のグ㏙㸸「Ὑ℆機の提౪」をにして 

 

 OI$ フレーム࣡ークの主ᙇはࠊいか

なるビジࢿスもࣔノࠊインフラࠊア

クションの３要⣲からなるという

ものである。 

 Ὑ℆機提౪のሙ合で最も古的

なパターンはࣔࠊノ（Ὑ℆機）ࠊイ

ンフラ（㈍ᗑ）ࠊアクション（ᗑ

頭㈍）である。ここでࣔࠊノを主

とする事業は〇造業でࠊインフラを

主とすればᑠ業とばれること

になる。 

 ここでࠊὀពすべきはアクション

である。これはὙ℆機の用者との

アクションでありࠊこれの機⬟とရ

質向ୖこࡑが用者がᮃࡴものである。えばࠊパࢿルୖの᧯స指示ࡸスマ࣍活用の㡢ኌ指示の実現な

どはこのカテࣜࢦーに入る。用者の立ሙでこのアクションを構しࡑࠊれを実現する方ἲ（ᡭ段）と

してࣔノ（Ὑ℆機）ࡸインフラを開発するという発が必要であろう。 

 

㸲㸬㸲 いわゆる"㎰業͆ࠊ"ᑠ業͇のグ㏙㸸「野⳯の提౪」をにして 

 

 野⳯の提౪を考えてみたい。ࣔノ

（野⳯）の⏕産を主体にするとࡑࠊ

れは㎰業である。インフラ（ᑠᗑ）

に╔┠すればᑠというサービス

業というのがᚑ᮶の考え方である。 

 しかしࠊ最近ではࠊᑠ業が野⳯

の P% 化（ᑠのࣈランドで野⳯を

⏕産）したりࠊあるいはࠊ㎰業主体

がࢿットを通じて┤᥋ᾘ費者に㈍

するというパターンもฟている。 

ࢿ野⳯の提౪というビジࠊまりࡘ 

スを構するためにࠊOI$ フレーム

のもとで３ࠊ要⣲をど野にいれࠊᾘ

費者ࢽーࢬと既存事業者との競争

とのවね合いでࠊ自らのビジࢿスパ

ターンを構することが㔜要であろう。 

 

㸳㸬ビジࢿス定⩏ OI$ フレームのព⩏ 

 
 ビジࢿスをձࣔノ（᭷ᙧࠊ↓ᙧ）ࠊղインフラࠊճ アクションの３要⣲で定⩏㺃構することはࠊᚑ

᮶からの産業タイプのᅛ定概念にとらわれずにࠊᰂ㌾で᭷ຠな方ἲであろう。 
 ≉にࠊୗグに示すようにࠊ日本は競争ຊのある３要⣲をᣢっているのでࠊこれらのᙉい要⣲を⏕かしࠊ

さらにࡑࠊれらの㛫の結合と⤫合をᚿ向することでࠊ世界の୰でඃな競争ຊを⠏けるྍ⬟性が㧗い。 
・ࣔノ（᭷ᙧ）・・・・日本は᭷ᙧࣔノసりはᙉい（ᚑ᮶のࣔノࡘくりに対応） 
・ࣔノ（↓ᙧ）・・・・↓ᙧࣔノసりを確立しようとする際にࠊ日本は᭷ᙧࣔノసりの経験ࡸノウ 
 （ᣮᡓㄢ題ࠊᙧࣔノసりの確立は↓）。ウを活用できるࣁ           
・アクション・・・・日本にはఏ⤫的に「㢳ᐈに対するおもてなし」文化がある・ 
・インフラ・・・・・日の日本のᡓ␎的ၟရ 




